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近
年
、
カ
ラ
フ
ル
な
円
形

の
バ
ッ
ジ
を
付
け
て
い
る
人

が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は

「
カ
ラ
ー
ホ
イ
ー
ル
バ
ッ
ジ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
今
世

界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ

ー
ズ
）
へ
の
参
加
を
表
明
し

て
い
る
証
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
国
連
が

掲
げ
る
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
」
の
こ
と
で
、
２
０
１

６
～
２
０
３
０
年
の
期
間
に

加
盟
１
９
３
カ
国
が
達
成
を

目
指
す
国
際
目
標
と
し
て
設

定
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

そ
の
目
標
の
内
容
が
左
図

の
17
項
目
で
、
さ
ら
に
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
１
６
９

の
具
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
気
候
変

動
や
資
源
保
護
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
「
環

境
」
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、

貧
困
、
飢
餓
、
教
育
と
い
っ

た
「
社
会
的
側
面
」、
さ
ら

に
生
産
、
雇
用
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
「
経
済
的

側
面
」
ま
で
幅
広
い
分
野
を

対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
同
時
進
行
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
次
世
代
に
持
続
可
能

な
環
境
、
社
会
、
経
済
を
残

し
て
い
こ
う
と
い
う
壮
大
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

さ
て
、
国
連
に
よ
る
取
り

決
め
と
い
う
こ
と
で
、
実
際

に
取
り
組
む
の
は
国
家
や
地

方
自
治
体
、
あ
る
い
は
巨
大

企
業
グ
ル
ー
プ
だ
と
考
え
が

ち
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
人
間

の
あ
ら
ゆ
る
営
み
が
関
わ
る

も
の
で
、「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ

う
に
、
ま
さ
に
一
人
ひ
と
り

の
行
動
が
目
標
達
成
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
ま
た
そ
の
人
が

所
属
す
る
企
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
動
が
重
要
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
日
装
連

組
合
員
、
そ
し
て
日
装
連
は

じ
め
各
都
道
府
県
組
合
の
在

り
方
も
問
わ
れ
て
く
る
。

　

現
在
、
日
装
連
で
は
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
推
進
、
特
定
技
能
外
国
人

材
の
受
入
れ
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
者
団
体
登
録
、
法

定
福
利
費
計
上
問
題
、
社
会

保
険
未
加
入
問
題
、
防
炎
・

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の
適
正
運

用
、
一
人
親
方
労
災
保
険
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
視
点
か
ら

捉
え
て
い
く
と
、
重
要
性
と

必
要
性
が
よ
り
明
確
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

主 な ニ ュ ー ス

2面  新型コロナウイルスの影響は？
	 　組合員アンケート調査

3面 	 新型コロナウイルス
	 　対策本部設置

4面 	 今さら聞けない
　防火壁装ラベルの話⑪

5面 	 談話室　新潟組合理事長

8面 	 最前線探訪46
	 秋田県室内装飾事業協同組合

　

ま
た
組
合
員
の
ビ
ジ
ネ
ス

面
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く

る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
日
装
連
新
聞
で

は
、
今
後
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
日

装
連
」
を
テ
ー
マ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
各
事

業
の
取
り
組
み
状
況
を
取
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

SDGs（持続可能な開発目標）が掲げる17の目標

環
境
、社
会
、経
済
に
関
す
る
17
の
目
標

組
合
事
業
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
が
不
可
欠

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
日
装
連

明
日
へ
の
提
言

　

意
味
の
あ
る
人
生
を
送
る
か
、
死
ん

だ
よ
う
な
人
生
を
送
る
か
は
、
目
標
を

持
て
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
過
去
に
つ
く
っ
て
し

ま
っ
た
自
分
の
常
識
の
世
界
に
住
み
、

過
去
の
パ
ー
タ
ン
の
ま
ま
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
を
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
本
来
あ
っ
た
は
ず
の
未
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
、
未

来
が
過
去
の
延
長
線
上
に
な
っ
て
し
ま

い
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
未
来
に
意
識

を
向
け
て
、
過
去
は
気
に
せ
ず
、
本
当

の
目
標
・
目
的
を
問
い
続
け
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

　

な
ら
ば
「
ど
ん
な
未
来
を
つ
く
り
た

い
の
か
」
そ
し
て
「
目
標
・
目
的
は
何

な
の
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
企
業
が
意
識
す
べ
き
目

標
・
目
的
と
は
、
顧
客
に
対
し
て
、
よ

り
良
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
社
会
そ
の
も
の
を
良
く
し
て
い

く
こ
と
。
利
益
を
上
げ
て
事
業
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
で
、
従
業
員
た
ち
の
生

活
の
安
定
と
向
上
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
と
い
っ
た
、
組
織
や
環
境
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
そ
ん
な
重
要
な

目
標
・
目
的
を
い
か
に
見
出
す
の
か
。

　

今
、
企
業
経
営
の
み
な
ら
ず
、
行
政
・

自
治
体
・
民
間
団
体
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
・
目
的
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
の
貢
献
に
ベ
ク
ト

ル
を
向
け
て
い
ま
す
。
日
本
国
は
２
０

１
６
年
か
ら
推
進
を
開
始
、
建
設
業
界

で
も
い
く
つ
か
の
ゼ
ネ
コ
ン
や
イ
ン
テ

リ
ア
メ
ー
カ
ー
も
取
り
組
み
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
神
奈
川
組
合

に
お
い
て
も
今
年
度
か
ら
３
つ
の
ゴ
ー

ル
と
10
個
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
指
標
と
し

て
掲
げ
、
そ
れ
ら
を
２
０
３
０
年
ま
で

事
業
計
画
に
盛
り
込
み
活
動
し
は
じ
め

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
世
界
の
あ
る
べ
き
姿
」

を
言
葉
に
し
た
も
の
で
す
が
、
企
業
や

団
体
が
そ
れ
に
取
り
組
め
ば
、
そ
れ
は

明
確
な
目
標
立
て
と
活
動
指
針
を
公
言

す
る
社
会
的
価
値
の
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
の

組
合
は
じ
め
、
日
装
連
に
お
い
て
も
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
改
め
て
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
や
社
会
的
役
割
が
検
証

さ
れ
、
そ
し
て
何
を
目
標
に
し
て
未
来

創
造
す
べ
き
か
が
見
え
る
は
ず
で
す
。

　

企
業
が
経
済
的
価
値
の
み
を
追
求
す

る
時
代
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。
今
こ

そ
新
た
な
目
標
を
！

日
リ
協
事
業
本
部
長
　
渡
邊
英
和

「
人
間
は
目
標
を
追
い
求
め
る

　
生
き
物
だ
」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
全
国
に
拡
大
し
た
こ

と
で
緊
急
事
態
宣
言
も
全
国

に
拡
大
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を

中
心
に
建
設
現
場
の
一
時
停

止
措
置
が
取
ら
れ
、
さ
ら
に

は
一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
で
は
キ
ャ
ン

セ
ル
も
数
多
く
発
生
し
て
い

る
。
内
装
仕
上
げ
業
界
に
と

っ
て
は
、
今
後
の
業
績
に
及

ぼ
す
影
響
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
日
装
連
新
聞
で

は
、
４
〜
６
月
に
お
け
る
業

績
見
込
み
、
お
よ
び
対
策
状

況
を
調
査
す
べ
く
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
考
え
ら
れ
る
緊
急
事
態
宣

言
の
当
初
対
象
地
域
で
あ
る

７
都
府
県
（
東
京
・
さ
い
た

ま
・
千
葉
・
神
奈
川
・
大
阪
・

兵
庫
・
福
岡
）
に
絞
っ
て
み

る
と
、「
延
期
」
が
31
・
７
％
、

「
中
止
」
が
10
・
０
％
、「
継

続
」
が
58
・
３
％
と
延
期
と

中
止
の
合
計
が
４
割
を
超
え

る
な
ど
仕
事
に
及
ぼ
す
影
響

が
１
割
以
上
も
大
き
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
質
問
②
の
売
上
予
測

に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
が

70
・
６
％
と
約
３
割
減
、
７

都
府
県
が
65
・
１
％
と
約
35

％
減
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
質
問
①
の
仕
事
量

の
減
少
に
ほ
ぼ
リ
ン
ク
し
た

形
で
あ
る
。
７
月
以
降
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

を
見
据
え
な
が
ら
延
期
に
な

っ
た
現
場
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
は
中
止
と
な
っ
た
現
場
へ

の
再
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
質
問
③
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
状
況

で
あ
る
が
、「
特
別
融
資
の

活
用
」
が
41
・
８
％
と
高
い

割
合
を
示
し
た
。続
い
て「
助

成
金
の
活
用
」
が
31
・
４
％

と
な
っ
た
。

　

こ
ち
ら
も
７
都
府
県
に
絞

っ
て
い
く
と
、「
特
別
融
資

の
活
用
」
と
「
助
成
金
の
活

用
」
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
割

合
だ
っ
た
が
、「
人
員
整
理
」

が
９
・
７
％
と
全
国
平
均
の

２
倍
以
上
の
数
値
と
な
り
、

改
め
て
厳
し
い
状
況
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
の
対
策
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
。

◦
外
注
費
の
削
減
。

◦
他
業
種
の
仕
事
を
請
け
て

窓
口
を
拡
大
。

◦
短
時
間
勤
務
等
の
推
奨
。

◦
従
業
員
の
賃
金
凍
結
。

◦
専
属
職
人
に
10
万
円
／

人
、
半
専
属
に
５
万
円
／

人
支
給
す
る
。

◦
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
。

◦
持
続
化
給
付
金
の
活
用

◦
物
販
の
割
合
を
増
や
す
よ

う
に
シ
フ
ト
。

◦
営
業
戦
略
の
見
直
し
。

◦
社
員
へ
コ
ロ
ナ
対
策
補
助

金
を
支
給
。

◦
作
業
時
間
短
縮
に
伴
う
工

賃
の
補
助
金
。

◦
部
材
等
の
予
備
費
用
の
削

減
。

◦
ネ
ッ
ト
販
売
の
強
化
。

に
お
け
る
業
績
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
た
。

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

各
都
道
府
県
組
合
の
事
務
局

を
通
じ
て
各
組
合
の
理
事
に

依
頼
、
計
44
組
合
３
７
３
社

か
ら
回
答
を
得
た
。

◆

　

質
問
事
項
は
、
４
〜
６
月

に
お
け
る
、
①
予
定
し
て
い

た
仕
事
の
状
況
に
つ
い
て
、

②
売
上
予
測
に
つ
い
て
、
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
に
つ
い
て
の
３
点
。

　

ま
ず
質
問
①
の
予
定
し
て

い
た
仕
事
の
状
況
は
、
全
国

平
均
で
「
延
期
」
に
な
っ
た

現
場
の
割
合
が
21
・
３
％
、

「
中
止
」が
７
・
９
％
、「
継
続
」

が
70
・
８
％
と
な
り
、
約
３

割
の
現
場
が
延
期
、
も
し
く

は
中
止
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
よ
り
大
き
い
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２
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４
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仕
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４
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日
装
連
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

新
型
コ
ロ
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ウ
イ
ル
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の
影
響
で

４
︱
６
月
の
仕
事
量
は
約
３
割
減

インテリア業界最新ニュース

行政機関からの指導・伝達

法律・法令

日装連からの情報伝達

日装連新聞 最新号＆バックナンバー

イベントカレンダー

日装連スケジュール

日本室内装飾事業協同組合連合会（日装連）
「見える」防炎・防火のある暮らし

検索

http://www.nissouren.jp

最新ニュースは

『日装連ホームページ』へ
✽
未
曾
有
の
状
況
の

中
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
報
・
流
通
委
員
会

●質問項目

●予定していた仕事の状況について（全国）

●予定していた仕事の状況について（7都府県）

●売上予測について

●新型コロナウイルス対策について

質問①　予定していた仕事の状況について

延期（　　　）％
中止（　　　）％
継続（　　　）％

質問②　売上予測について

通常または前年同月の約（　　　）％
程度を予想

質問③　対策等について（複数回答）

ア　特別融資の活用
イ　助成金の活用（雇用調整助成金など）
ウ　従業員等の賃金カット
エ　人員整理
オ　その他（　　　　　　　）

全
国
平
均
70.1％

７
都
府
県
65.1％

0 10 20 30 40 50

人員削減

従業員の賃金カット

助成金の活用
（雇用調整助成金など）

特別融資の活用

7 都府県

全国

(%)

延期

21.3%
継続

70.8% 中止 7.9%

継続

58.3%
中止

延期

31.7%

10%
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日
装
連
情
報
・
流
通
委
員

会
で
は
、
政
府
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
の
期
間
延
長
決
定

を
受
け
、
小
坂
田
理
事
長
、

成
田
事
務
局
長
、
お
よ
び
日

装
連
各
委
員
会
と
連
携
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
や

情
報
の
提
供
を
行
う
。

　

具
体
的
に
は
、
日
装
連
新

聞
で
の
記
事
掲
載
に
加
え
て

特
設
ペ
ー
ジ
（
左
下
の
ア
ド

レ
ス
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
／

日
装
連
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
可
能
）
を
設
け
、
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
「
新
し
い

生
活
様
式
」に
関
す
る
情
報
、

緊
急
事
態
宣
言
下
で
も
続
く

建
設
現
場
で
の
注
意
点
な
ど

厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通
省

が
提
供
す
る
資
料
の
他
、
各

都
道
府
県
の
事
務
局
に
お
け

る
対
応
方
法
（
情
報
・
流
通

委
員
会
作
成
）
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

ま
た
今
号
２
面
に
掲
載
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ

き
、
経
済
産
業
省
な
ど
が
ま

と
め
た
特
別
融
資
や
各
種
助

成
金
に
関
す
る
資
料
も
提
供

す
る
。

　

な
お
情
報
は
随
時
更
新
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
売
上
が
前
年

同
月
比
で
50
％
以
上
減
少
し

て
い
る
法
人
・
個
人
事
業
者

に
対
し
て
現
金
を
給
付
す
る

「
持
続
化
給
付
金
」
の
申
請

受
付
が
５
月
１
日
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

給
付
金
額
は
、
２
０
２
０

年
１
〜
12
月
の
う
ち
で
前
年

比
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る

月
を
一
つ
選
択
（
対
象
月
）

し
そ
れ
に
12
を
乗
じ
た
数
値

を
、
前
年
度
（
２
０
１
９
年

度
）
の
総
売
上
か
ら
引
い
た

金
額
（
上
限
は
法
人
２
０
０

万
円
、
個
人
事
業
主
１
０
０

万
）。

　

申
請
期
間
は
５
月
１
日
〜

２
０
２
１
年
１
月
15
日
（
電

子
申
請
の
送
信
完
了
締
切
が

２
０
２
１
年
１
月
15
日
の

24
時
）。
２
０
２
０
年
後
半

に
売
上
減
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
申
請
を
先
延
ば
し
す
る

と
い
う
選
択
も
可
能
。

　

申
請
は
、
基
本
的
に
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、

２
０
１
９
年
度
の
確
定
申
告

書
類
、
対
象
月
の
売
上
台
帳

等
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
、
本
人

確
認
書
類
（
個
人
事
業
者
の

み
）。
こ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
・
Ｊ
Ｐ
Ｇ

等
）
で
用
意
す
る
。

　

持
続
化
給
付
金
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.jizokuka-
kyufu.jp/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

ツ
ー
ル
や
情
報
を
提
供

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

持
続
化
給
付
金

申
請
受
付
が
ス
タ
ー
ト

　

日
装
連
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
、
６
月
５
日
に
八
芳
園
に
て
開
催

を
予
定
し
て
い
た
、
第
54
回
通
常
総

会
を
書
面
議
決
に
て
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
回

は
全
国
都
道
府
県
の
理
事
長
、
日
装

連
理
事
、
相
談
役
は
招
集
せ
ず
書
面

に
よ
る
開
催
と
な
る
。

　

近
日
中
に
日
装
連
事
務
局
よ
り
議

案
、
書
面
議
決
書
を
全
国
の
理
事
長

宛
（
事
務
局
等
）
に
送
付
、
返
送
さ

れ
た
書
面
議
決
書
を
も
と
に
総
会
を

行
う
。

　

総
会
の
日
程
は
後
日
決
定
す
る
。

日
装
連

第54回通常総会日装連

書面議決にて実施へ

新型コロナウイルス感染症対策

　新型コロナウイルス感染症
　　　　収束に向けた対応について

政府は５月４日、緊急事態宣言の対象地域を全国としたまま、５月 31 日まで延長することを
決定しました。東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡、北海道、茨城、石川、岐阜、愛
知、京都の 13 特定警戒都道府県では引き続き、生活や健康の維持のために必要なもの以外は自
粛を 要請し、「接触機会の８割削減」の目標を掲げています。それ以外の県は、３つの「密」を
避けることを中心とした「新しい生活様式」を徹底することを前提に、制限の一部が緩和されま
した。ただし、5 月 14 日時点で感染者数や医療提供体制の逼迫状況などを分析・評価し、可能で
あれば 5 月末を待たずに緊急事態を解除する考えも示されています。

このような状況の中で、日装連情報流通委員会として日装連新型コロナウイルス感染症緊急事
態宣言に対応した、新型コロナウイルス感染症拡大防止と組合事業継続支援にあたっていきたい
と思います。小坂田日装連理事長、成田事務局長を中心として、他の関連する委員会等の方と連
携して、進めていきたいと思います。感染拡大防止及び収束の取り組みとして、対応するツール

（チラシ、ガイドラインなど）の電子ファイル配布、各組合事務局状況の把握（事務局を対象のア
ンケート）を実施します。組合事業継続支援として、4 月の日装連新聞で掲載した「自粛下での
総会実施方法書面議決の活用を」等の必要な情報をお伝えしていきます。

さらに、不測の事態を想定して、各組合及び日装連の根幹事業となっているラベル発給事業の継
続体制を早急に整えたいと考えております。実施に当たり過去数年の該当月間の各ラベルの発行
実績を参考にした、ラベル台紙の各組合での在庫積み上げ、そして、組合事務局が万が一機能し
なくなった時の支援体制を、各ブロック中心にご検討いただきたいと思っております。

この取組を通じて各組合及び組合員の皆様の状況把握に努め、皆様が今後の事業継続していく
上で、必要な支援を可能な限り取り組んでいきたいと思います。

なお緊急事態宣言の延長においても、現場工事が継続して作業に当たられる方々は、建設現場
「三つの密」の回避等に向けた取組事例（国土交通省）をご参考いただき、ご自身の安全確保にお
役立てくださいますようお願いします。

【対策ツール】
①　三つの密を避ける手引き（厚生労働省）
②　新型コロナウイルス感染症の陽性者等が発生した場合

における衛生上の対応ルール（例）（厚生労働省、日装連）
③　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチ

ェックリスト（厚生労働省、日装連）
④　建設現場「三つの密」の回避等に向けた取組事例（国

土交通省）

建設現場「三つの密」の回避等に向けた取組事例（国土交通省）三つの密を避ける手引き（厚生労
働省）

新型コロナウイルス対策特設ページ

http://www.nissouren.jp/corona/

情報・流通委員会

情
報
・
流
通
委
員
会
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固
形
換
算
量
）
以
下
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、「
標
準
施
工
法
」

に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な

点
と
な
る
の
が
壁
紙
の
貼
り

替
え
工
事
で
の
対
応
で
あ

る
。
既
存
の
壁
紙
の
剥
が
し

方
に
は
、
壁
紙
の
裏
打
ち
紙

を
残
す
「
簡
易
剥
離
」
と
壁

紙
の
裏
打
ち
紙
も
す
べ
て
剥

が
し
て
下
地
材
を
露
出
さ
せ

る
「
標
準
剥
離
」
が
あ
る
が
、

「
標
準
施
工
法
」
で
は
「
標

準
剥
離
」
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
。

　

裏
打
ち
紙
を
す
べ
て
剥
が

す
の
は
非
常
に
手
間
が
掛
か

る
が
、
こ
れ
を
し
な
い
こ
と

に
は
壁
紙
の
貼
り
替
え
工
事

に
お
い
て
、「
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
」
を
貼
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
る
。

　

こ
の
「
標
準
剥
離
」
を
容

易
に
す
る
た
め
に
、
下
地
調

整
時
の
シ
ー
ラ
ー
塗
布
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
わ
け
だ
。

　

こ
う
し
て
下
地
、
仕
上
材

（
壁
紙
、
化
粧
フ
ィ
ル
ム
）、

施
工
が
規
定
通
り
に
組
み
合

わ
さ
っ
て
、「
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
」
を
貼
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
防
火
壁
装
材
料
」と
す
る

た
め
に
は
、
定
め
ら
れ
た
下

地
材（
不
燃
材
料
17
種
類
・
準

不
燃
材
料
６
種
類
）
と
そ
の

上
に
施
工
す
る
仕
上
材
（
壁

紙
や
化
粧
フ
ィ
ル
ム
）
と
の

組
み
合
わ
せ
が
規
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
今
さ
ら
聞
け
な
い
防
火

壁
装
ラ
ベ
ル
の
話
」
で
は
、

こ
の
下
地
材
と
仕
上
材
の
組

み
合
わ
せ
に
つ
い
て
折
に
触

れ
て
紹
介
し
て
き
た
が
、「
防

火
壁
装
材
料
」
に
は
も
う
一

つ
重
要
な
点
が
あ
る
。
そ
れ

計
算
で
き
る
ソ
フ
ト
「
建
築

の
電
卓
」
を
開
発
し
、
子
会

社
の
㈱
エ
ス
・
ビ
ル
ド
シ
ス

テ
ム
に
て
販
売
し
て
い
る
。

昨
年
４
月
よ
り
販
売
開
始

し
、
大
阪
組
合
青
年
部
で
は

８
割
の
企
業
が
利
用
し
て
お

り
、
そ
の
他
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

や
有
名
資
材
メ
ー
カ
ー
に
も

導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

同
ソ
フ
ト
は
現
場
を
知
り

尽
く
し
た
内
装
工
事
会
社
が

「
本
当
に
使
え
る
建
材
の
数

量
計
算
ソ
フ
ト
」
を
テ
ー
マ

に
開
発
し
た
積
算
ソ
フ
ト
で

あ
る
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
の
よ

う
に
技
術
者
で
な
け
れ
ば
操

作
が
難
し
い
ソ
フ
ト
と
は
違

い
、
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ
で

も
マ
ウ
ス
と
簡
単
な
入
力
で

活
用
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

従
来
の
手
計
算
と
比
較
す
る

と
約
75
％
の
時
間
短
縮
が
可

能
と
な
り
、
内
装
工
事
店
に

と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

な
る
。
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
図
面

か
ら
積
算
で
き
る
た
め
、
昨

今
の
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
効
率

よ
く
積
算
が
で
き
る
。

　

コ
ス
ト
面
で
も
、
従
来
の

積
算
ソ
フ
ト
で
は
１
０
０
万

円
に
近
い
モ
ノ
も
あ
っ
た
が
、

同
ソ
フ
ト
は
年
額
３
万
６
０

０
０
円
～
７
万
２
０
０
０
円

／
Ｉ
Ｄ
で
導
入
で
き
る
。

　

現
在
、
発
売
１
周
年
を
記

念
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
る
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
中
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
０
３
︱

５
８
２
５
︱
９
５
７
３
（
担

当
：
今
津
氏
）
ま
で
。

　

大
阪
の
内
装
工
事
会
社
で

大
阪
組
合
青
年
部
に
所
属
す

る
㈱
エ
ス
・
ビ
ル
ド
は
、
内

装
材
の
数
量
を
瞬
時
に
自
動

が
我
々
内
装
仕
上
業
者
に
直

接
関
係
す
る
施
工
だ
。

　
「
防
火
壁
装
材
料
」
と
し

て
施
工
す
る
た
め
に
は
、
一

般
社
団
法
人
日
本
壁
装
協
会

と
壁
装
施
工
団
体
協
議
会
が

制
定
し
た
「
標
準
施
工
法
」

に
沿
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

詳
細
は
壁
装
施
工
団
体
協

議
会
発
行
の
テ
キ
ス
ト
『
防

火
壁
装
の
知
識
』（「
90
〜
99

ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
実
際
の
施

工
の
流
れ
に
沿
っ
た
形
で

「
標
準
施
工
法
」
の
注
意
点

を
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
大
切
な
こ
と
が
、
下

地
材
の
確
認
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
壁
紙
の
施
工
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
下
地
材
が
、
防

火
材
料
で
あ
る
の
か
ど
う
か

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
当
然
、
定
め
ら

れ
た
下
地
材
で
な
け
れ
ば

「
防
火
壁
装
材
料
」
に
は
な

ら
ず
、
ラ
ベ
ル
の
貼
り
付
け

は
で
き
な
い
。

　

次
に
下
地
調
整
で
あ
る

が
、
通
常
の
仕
上
げ
と
同
様

に
継
ぎ
目
や
ネ
ジ
、
釘
の
跡

な
ど
の
表
面
の
凸
凹
に
パ
テ

を
埋
め
サ
ン
ダ
ー
な
ど
で
平

滑
化
す
る
。
そ
の
下
地
全
面

に
シ
ー
ラ
ー
を
塗
布
し
て
い

く
。
シ
ー
ラ
ー
を
塗
布
す
る

の
は
貼
り
替
え
作
業
を
容
易

（
壁
紙
の
剥
離
が
容
易
と
な

る
）
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
し
て
壁
紙
の
施
工
と
な

る
が
、
そ
の
際
に
接
着
剤
の

種
類
や
配
合
、
塗
り
方
に
つ

い
て
も
「
標
準
施
工
法
」
に

準
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　

接
着
剤
に
関
し
て
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ａ
６
９
２
２
の
品
質

規
格
に
合
格
し
た
も
の
、
も

し
く
は
こ
れ
と
同
等
の
品
質

を
有
し
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
発
散
量
が
規
制
対
象
外
の

大
臣
認
定
を
受
け
た
で
ん
ぷ

ん
系
接
着
剤
が
標
準
と
な

る
。

　

ま
た
接
着
剤
の
塗
り
方

は
、
塗
布
量
が
１
８
０
グ
ラ

ム
／
㎡
（
60
グ
ラ
ム
／
㎡
・

　
「
防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
」（
防

火
施
工
管
理
ラ
ベ
ル
）
は
、

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
通

り
国
土
交
通
省
が
認
定
し
た

「
防
火
壁
装
材
料
」
の
仕
上

げ
に
な
っ
て
は
じ
め
て
貼
り

今さら聞けない防火壁装ラベルの話⑪

標準施工法について

http://www.nissouren.jp/
oubo/info201906a.html

　

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
に
関
す
る
疑
問
や
質
問

は
、
情
報
・
流
通
委
員
会
に
て
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
疑
問
、
取
り
上
げ

て
欲
し
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０

３
―
３
４
３
１
―
４
６
６
７
）

に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

標準施工図（「防火壁装の知識」より）

壁紙の剥がし（「防火壁装の知識」より )

簡易剥離 表面側を剥がし、層間剥離して下地に張り付いている裏打ち紙はそ
のまま残す。残した紙の接着不良部分を剥がすことも含む。

標準剥離
全部剥がして下地基材面を露出させる。下地に張り付いていて残っ
ている紙は、水を塗って濡らして剥がす、あるいは壁紙剥がし機を
用いるなどして剥がす。

特殊剥離 壁紙、または内装の老化などにより、壁紙がチップ状になって剥が
れるなど、剥がしにくいものを手間をかけて全部剥がす。

「建築の電卓」URL：http://s-build-s.jp/

　

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
２
０
１
９
年

度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
88
万
３

６
８
７
戸
（
前
年
同
期
比
７
・
３
％
減
）

と
昨
年
比
で
大
幅
減
し
た
。

　

種
別
で
は
持
家
が
28
万
３
３
３
８
戸

（
同
１
・
５
％
減
）
と
昨
年
の
増
加
か

ら
再
び
の
減
少
、
貸
家
が
33
万
４
５
０

９
戸
（
同
14
・
２
％
減
）
と
３
年
連
続

の
減
少
、
分
譲
住
宅
が
25
万
９
７
３
２

戸
（
同
２
・
８
％
減
）
と
昨
年
の
増
加

か
ら
再
び
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
分

譲
住
宅
の
う
ち
マ
ン
シ
ョ
ン
が
11
万
１

６
１
５
戸
（
同
６
・
７
％
減
）
と
昨
年

の
増
加
か
ら
再
び
の
減
少
、
一
戸
建
住

宅
が
14
万
６
１
５
４
戸
（
同
０
・
９
％

増
）
と
５
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

２
０
１
９
年
度
新
設
着
工
戸
数

前
年
比
７
・
３
％
減
の
88
万
３
６
８
７
戸

建設業界向け積算システム「建築の電卓」
手計算によるミス解消と作業時間を75％削減

エス・ビルド

一般社団法人日装連リフォーム推進協議会（略称：日リ協）
http://www.nichirikyo.com

TEL：0120-970-133　FAX：03-6721-5389　E-mail：info@nichir ikyo.com

事務局までお問い合わせは

新会員を募集しています!

国土交通大臣登録の「住宅リフォーム事業者団体」をめざします
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
続
く
中
、
Ｇ
Ｗ
の
初
日
・
昭
和
の
日

に
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
い
つ

も
の
大
型
連
休
な
ら
旅
行
や
趣
味
の
ゴ

ル
フ
を
楽
し
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年

は
家
に
い
る
「
巣
ご
も
り
生
活
」
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
Ｇ
Ｗ
の
休
み
、
何
か
楽

し
い
こ
と
は
な
い
か
と
２
週
間
程
前
か

ら
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
と
う
と
う
見

つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
平
日
夕
方
の
日

本
テ
レ
ビ
系
列
で
放
映
す
る
「
ｎ
ｅ
ｗ

ｓ　

ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
」
で
し
た
。
同
番
組

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
―
を
務
め
る
藤
井

貴
彦
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
、
当
日
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
を

伝
え
た
後
に
藤
井
ア
ナ
独
自
の
思
い
を

込
め
た
コ
メ
ン
ト
で
す
。
少
し
救
わ
れ

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
「
感
染
者
数
に
一
喜
一
憂
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
こ
の
数
字
は
２
週
間
前
の

結
果
で
す
。
私
た
ち
は
２
週
間
後
の
未

来
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
」「
命

よ
り
大
切
な
食
事
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
は

あ
り
ま
せ
ん
」「
た
く
さ
ん
の
も
の
を

我
慢
し
て
諦
め
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
他
人
を
思
い
や
る
心
ま
で
失

わ
な
い
で
い
る
事
が
大
切
で
す
」
な
ど

の
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

私
に
は
２
人
の
子
供
が
い
ま
す
。
長

女
は
看
護
師
を
し
て
い
ま
す
。
長
男
は

関
東
の
私
鉄
で
駅
員
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
こ
う
し
て
Ｇ
Ｗ
で
休
ん
で
い
る
間

に
、
一
生
懸
命
働
い
て
少
し
で
も
世
の

中
の
役
に
た
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
親

と
し
て
少
し
ホ
ッ
と
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
新
潟
組
合
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
中
越
地
震
後
の
15
年
前
か

ら
上
、
中
、
下
越
支
部
の
持
ち
回
り
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
て
新
潟

の
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
で

大
切
な
命
を
奪
う
憎
い
病
で
す
が
、
こ

の
大
型
連
休
を
利
用
し
て
、
今
も
医
療

や
多
方
面
で
懸
命
に
働
い
て
い
る
人
々

に
心
か
ら
感
謝
し
て
筆
を
執
り
ま
し

た
。終
息
ま
で
日
装
連
組
合
員
と
し
て
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
新
潟
組
合
理
事
長
）

「Life fit」をコンセプトに
ロールスクリーン「ソフィー」モデルチェンジ

 ニチベイ

自動糊付け機「LEXTAR Rui」

新発売記念セール開催
ヤヨイ化学販売

た
オ
パ
ー
ル
生
地
な
ど
ト
レ

ン
ド
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン

生
地
、
遮
光
生
地
を
充
実
さ

せ
た
。

　

ま
た
、
大
開
口
窓
サ
イ
ズ

で
も
軽
い
操
作
性
を
実
現
し

た
「
プ
ロ
チ
ェ
ー
ン
式
」、

１
台
に
ス
ク
リ
ー
ン
が
２
枚

「
自
動
壁
紙
糊
付
機

謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
０
」実
施
中

　

ニ
チ
ベ
イ
は
、
ロ
ー
ル
ス

ク
リ
ー
ン
「
ソ
フ
ィ
ー
」、

お
よ
び
バ
ー
チ
カ
ル
ブ
ラ
イ

ン
ド
「
ア
ル
ペ
ジ
オ
」
を
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
こ
の
ほ

ど
新
発
売
し
た
。

　

新
「
ソ
フ
ィ
ー
」
は
、「
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ 

ｆ
ｉ
ｔ 

す
べ
て
に

　

ヤ
ヨ
イ
化
学
販
売
は
、
人

気
糊
付
け
機
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ

Ｒ 

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
レ
ク

ス
タ
ー
・
ク
ア
ト
ロ
）」
の

合
う
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
空
間
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
よ
う
生
地
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
大
幅
拡
充
、
多
色
展
開

生
地
に
遮
熱
、
遮
光
を
追
加

し
た
他
、
織
り
で
柄
を
表
現

し
た
り
透
か
し
模
様
を
つ
け

　

リ
リ
カ
ラ
は
、
ホ
テ
ル
や

商
業
施
設
な
ど
の
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
物
件
に
向
け
に
不
燃
認

定
壁
紙
を
収
録
し
た
壁
紙
見

本
帳
「
ウ
ィ
ル 

２
０
２
０

︲
２
０
２
３
」
を
こ
の
ほ
ど

新
発
売
し
た
。

　
「
ウ
ィ
ル 

２
０
２
０
︲
２

０
２
３
」
は
、
不
燃
認
定
壁

紙
な
が
ら
無
地
調
だ
け
で
な

く
、
空
間
に
彩
り
を
与
え
る

カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

ト
レ
ン
ド
の
木
目
デ
ザ
イ

ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
、
パ

後
継
機
種
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｒ
ｕ
ｉ
（
レ
ク
ス
タ
ー
・
ル

イ
）」
を
新
発
売
し
た
。
ま

た
新
発
売
記
念
セ
ー
ル
を
６

月
末
ま
で
開
催
す
る
。

　
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｒ
ｕ

ｉ
」
は
、
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー

に
２
０
２
０
年
度
の
流
行
色

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ブ
ル
ー
」
と

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
レ
ッ
ド
」
を

採
用
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

画
面
拡
大
モ
ー
ド
や
、
裁
断

幅
が
最
小
40
セ
ン
チ
ま
で
対

応
す
る
ス
リ
ッ
タ
ー
を
搭
載

し
、
ス
マ
ホ
の
充
電
や
ラ
イ

ト
取
付
け
に
使
え
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ポ
ー
ト
や
、
新
型
カ
ッ
ト
テ

ー
プ
取
り
付
け
キ
ッ
ト
「
ラ

ク
ッ
シ
ョ
」
が
標
準
装
備
さ

れ
る
な
ど
、
注
目
の
新
機
能

が
多
数
備
わ
っ
た
機
種
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
上
級
モ
デ
ル
の

「
ア
ク
ア
コ
ー
タ
ー
Ｒ
Ⅲ
」

も
新
発
売
さ
れ
て
お
り
、
軽

量
タ
イ
プ
の
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｘ 

Ｎ
Ｅ
Ｏ
（
コ
ー
タ
ッ
ク

ス
・
ネ
オ
）」
を
合
わ
せ
た

３
機
種
で
新
発
売
記
念
セ
ー

ル
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

６
月
末
ま
で
の
期
間
中
に

購
入
す
る
と
、
現
在
使
用
中

の
自
動
糊
付
け
機
を
１
万
円

で
下
取
り
し
、
さ
ら
に
お
得

な
サ
ー
ビ
ス
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
お
得
な
こ
の
時
期
に
、

糊
付
け
機
の
買
い
替
え
を
提

案
し
て
い
る
。

並
ん
だ
「
セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ

プ
／
カ
バ
ー
セ
パ
レ
ー
ト
タ

イ
プ
」、
左
右
上
部
の
隙
間

か
ら
光
漏
れ
を
低
減
す
る

「
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
・
ト
ッ

プ
フ
レ
ー
ム
」、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
で
操
作
が
可
能
な
「
サ

イ
レ
ン
ト
電
動
式
マ
ル
チ
Ｉ

Ｒ
仕
様
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
搭
載
す
る
。

　

カ
ラ
ー
は
全
３
５
１
色
。

　

極
東
産
機
は
、
自
動
糊
付

機
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
モ
デ
ル

「
Ｈ
ｉ
β
︲
Ｎ
Ｅ
Ｏ
（
ハ
イ

ベ
ー
タ　

ネ
オ
）」
発
売
１

周
年
を
記
念
し
て
、「
自
動

壁
紙
糊
付
機
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
２
０
２
０
」
を
６
月
30

日
ま
で
実
施
中
で
あ
る
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

期
間
中
に
対
象
製
品
を
購
入

し
、
対
象
製
品
の
梱
包
箱
に

付
属
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が

き
に
記
載
・
返
送
（
返
送
期

限
は
７
月
31
日
）
す
る
と
、

「
紙
受
け
板
」「
ク
ロ
ス
逆
巻

装
置
」「
切
屑
巻
取
器
」「
簡

易
巻
き
取
り
装
置
」
の
中
か

ら
希
望
の
１
点
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
る
。

　

対
象
商
品
は
、「
Ａ
Ｔ
Ｈ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
︲
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」「
Ｈ

ｉ
β
︲
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
２
ク

リ
ス
タ
ル
レ

ッ
ド
」「
Ｈ
ｉ

β
︲
Ｍ
Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
２
メ

ロ
ウ
パ
ー
ル
」

「
Ｈ
ｉ
β
︲
Ｎ

Ｅ
Ｏ
」「
Ｐ

ｒ
ｉ
ｍ
ｅ 

Ｒ

ｅ
ｖ
ｏ
Ｕ
Ｐ
」

「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ 

μ
Ⅲ
」（
中
古

機
、
展
示
機
除

く
）。

タ
ー
ン
商
品
ま
で
多
彩
な
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
人
気
の
「
Ｍ
ｏ
ｒ

ｒ
ｉ
ｓ 

＆ 

Ｃ
ｏ
．」
や
「
ｍ

ｉ
ｆ
ｆ
ｙ
」
な
ど
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
新
柄
も
収
録
す
る
。

　

こ
の
他
、
機
能
性
壁
紙
で

は
、
不
燃
認
定
の
軽
量
・
耐

ク
ラ
ッ
ク
商
品
、
さ
ら
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
物
件
に
最
適
な

フ
リ
ー
ス
壁
紙
を
新
た
に
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
た
。

　

収
録
点
数
は
８
９
６
点

（
壁
紙
８
８
４
点
、
ジ
ョ
イ

ナ
ー
・
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
12

点
）、
う
ち
新
柄
２
５
３
点
。

　

ま
た
「
ウ
ィ
ル 

２
０
２

０
︲
２
０
２
３
」
か
ら
使
い

や
す
い
無
地
調
の
商
品
１
５

０
点
を
抜
粋
し
た
「
不
燃
認

定
壁
紙 

２
０
２
０
︲
２
０

２
３
」
も
同
時
発
行
す
る
。

操
作
方
法
は
８
種
類
。

　

一
方
の
「
ア
ル
ペ
ジ
オ
」

に
は
、
業
界
初
の
ス
タ
イ
ル

と
な
る
「
バ
ッ
ク
レ
ー
ス
ス

タ
イ
ル
」
を
投
入
し
た
。

　
「
バ
ッ
ク
レ
ー
ス
ス
タ
イ

ル
」
と
は
、
１
つ
の
キ
ャ
リ

ア
に
不
透
明
ル
ー
バ
ー
と
レ

ー
ス
ル
ー
バ
ー
を
Ｌ
字
に
取

り
付
け
る
こ
と
で
遮
蔽
と
採

光
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。
全
開
時
の
意
匠
性
に
優

れ
、
た
た
み
代
も
少
な
く
な

り
コ
ン
パ
ク
ト
な
納
ま
り
を

実
現
す
る
。

　

ま
た
、
シ
ン
グ
ル
ス
タ
イ

ル
に
バ
ト
ン
式
「
両
開
き
仕

様
」
を
追
加
、
中
央
に
設
置

し
た
バ
ト
ン
で
カ
ー
テ
ン
と

同
様
の
両
開
き
操
作
が
で
き

る
他
、
ル
ー
バ
ー
の
回
転
も

可
能
で
操
作
性
が
格
段
に
高

ま
っ
た
。

　

こ
の
他
、
生
地
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

遮
光
生
地
を
25
ア
イ
テ
ム
追

加
、
省
エ
ネ
対
応
を
拡
充
し

た
。カ
ラ
ー
は
全
２
２
４
色
。

極東産機

業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

談話
室

多
彩
な
不
燃
認
定
壁
紙
を
展
開

壁
紙
見
本
帳「
ウ
ィ
ル 

２
０
２
０-

２
０
２
３
」発
売

リ
リ
カ
ラ

ソフィーの施工イメージ

「バックレーススタイル」の見え方

懸
命
に
働
く
人
々
に
感
謝

―
坪
谷
敏
彦

トレンドの木目デザイン

「LEXTAR Rui」



日 装 連 新 聞 （6）第516号 2020年5月15日（金）昭和52年10月1日
第三種郵便物認可( ）

北
海
道

　

15
日　

三
役
会
を
開
催
。

議
題
・
決
算
報
告
に
つ
い
て
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
。
そ
の

他
（
総
会
に
つ
い
て
）。
５

名
が
出
席
。

　

22
日　

監
査
を
実
施
。
３

名
が
出
席
。

　

同
日　

理
事
会
案
内
を
送

信
。

　

c
日　

議
案
書
発
送
。

茨

城

　

※
今
月
の
予
定
は
す
べ
て

中
止
。

　
（
４
月
29
日
発
表
）
元
理

事
長
・
現
理
事
相
談
役
増
渕

千
佶
郎
氏
、
春
の
叙
勲
旭
日

双
光
章
受
賞
。

栃

木

　

１
日　

田
島
新
事
務
局
長

就
任
。

　

８
日　

技
能
検
定
実
技
会

場
見
学
。

　

15
日　

令
和
１
年
度
決
算

役
員
会
開
催
。
内
容
・
会
計

監
査
、
決
算
役
員
会
。
理
事

５
名
、
監
事
２
名
出
席
。
議

題
・
令
和
１
年
度
決
算
に
つ

い
て
。
令
和
１
年
度
会
計
監

査
報
告
に
つ
い
て
。
第
47
期

通
常
総
会
に
つ
い
て
。

　

30
日　

坂
本
事
務
局
長
退

職
。

群

馬

　

９
日　

労
働
保
険
関
係
打

合
せ
。
担
当
・
渡
邉
副
理
事

長
、
高
橋
専
務
理
事
、
小
澤

理
事
。
群
馬
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
石
井
氏
、
社
会
保

険
労
務
士
高
橋
氏
が
出
席
。

　

14
日　

令
和
２
度
前
期
技

能
検
定
受
付
及
び
前
橋
高
等

職
業
訓
練
校
短
期
課
程
「
内

装
仕
上
施
工
科
」
申
込
み
。

【
検
定
委
員
】
壁
装
・
船
津

理
事
、
桜
井
博
理
事
。
床
仕

上
・
青
木
理
事
長
、
佐
藤
理

事
。
化
粧
フ
ィ
ル
ム
・
治
田

副
理
事
長
（
午
前
）、
渡
邉

副
理
事
長
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
準

備
）。
訓
練
校
よ
り
受
付
担

当
２
名
が
出
席
。【
検
定
・

組
合
受
付
状
況
】
壁
装
作
業

１
級
５
名
２
級
３
名
。
化
粧

フ
イ
ル
ム
１
級
６
名
２
級
１

名
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕

上
げ
１
級
２
名
２
級
１
名
。

木
質
系
床
仕
上
げ
１
級
２
名

の
合
計
20
名
。＊
学
科
の
み
・

壁
装
２
級
１
名
。【
訓
練
校
・

組
合
受
付
状
況
】
壁
装
作
業

１
級
５
名
２
級
３
名
。
化
粧

フ
イ
ル
ム
１
級
６
名
２
級
１

名
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕

上
げ
１
級
２
名
２
級
１
名
。

木
質
系
床
仕
上
げ
１
級
２
名

青

森

　

15
日　

事
務
局
に
て
小
林

理
事
長
と
事
業
運
営
打
合
せ

を
実
施
。

　

28
日　

監
事
監
査
実
施
。

岩

手

　

９
日　

令
和
２
年
度
第
１

回
理
事
会
、
監
査
会
開
催
。

議
題
・
第
45
回
通
常
総
会
提

出
議
案
に
つ
い
て
。
総
会
役

割
分
担
に
つ
い
て
。
岩
装
協

一
人
親
方
特
別
加
入
共
済
会

決
算
に
つ
い
て
。
技
能
検
定

委
員
選
出
に
つ
い
て
。
化
粧

フ
ィ
ル
ム
技
能
検
定
講
習
会

開
催
に
つ
い
て
。
壁
装
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
技
能
検
定
講
習

会
に
つ
い
て
。

　

14
日　

細
野
理
事
長
、
徳

田
副
理
事
長
で
検
定
講
習
会

の
受
講
料
、
材
料
費
の
取
り

決
め
。

　

16
日　

岩
装
協
一
人
親
方

特
別
加
入
共
済
会
４
月
加
入

者
１
名
の
手
続
き
に
事
務
局

が
岩
手
労
働
局
へ
。

の
合
計
20
名
。

　

同
日　

決
算
関
係
群
装
協

監
査
会
。
青
木
理
事
長
、
関

口
監
事
、
井
上
監
事
、
事
務

局
が
出
席
。

　

同
日　

群
装
協
４
月
度
理

事
会
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
）。【
出
席
者
】
青
木
理

事
長
、
治
田
副
理
事
長
、
船

津
副
理
事
長
、
渡
邉
副
理
事

長
、
槗
本
副
理
事
長
、
佐
藤

理
事
、
事
務
局
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

参
加
・
久
保
田
雅
幸
理
事
、

都
丸
理
事
、
倉
持
理
事
、
小

澤
理
事
、
舘
野
光
正
理
事
、

金
田
理
事
、
安
西
理
事
、
権

田
理
事
。
理
事
長
挨
拶
・
青

木
理
事
長
。各
委
員
会
報
告
、

確
認
事
項
・
組
合
員
（
３
月

31
日
）
退
会
審
議
の
件
（
三

役
仮
承
認
済
み
）。
決
算
報

告
、
監
査
会
報
告
の
件
。
技

能
検
定
受
付
状
況
、
前
橋
高

等
職
業
訓
練
校
受
付
状
況
と

対
応
の
件
。
日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
通
常
総
会
及
び
例

会
・
群
馬
県
中
小
企
業
団
体

青
年
協
議
会
。
通
常
総
会
対

応
の
件
。
群
装
協
労
働
保
険

対
応
の
件
。
日
装
連
Ｉ
Ｄ
対

応
の
件
。
群
装
協
第
46
回
通

常
総
会
対
応
の
件
他
、
職
業

訓
練
指
導
員
講
習
会
案
内
の

件
、
全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
の
件
。

　

同
日　

群
馬
県
中
小
企
業

団
体
青
年
協
議
会
理
事
会
通

常
総
会
。（
参
加
人
数
各
団

体
２
名
程
度
）
倉
持
理
事
、

小
澤
理
事
が
出
席
。

　

17
日　

日
装
連
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
令
和
元
度
通
常
総
会

及
び
４
月
度
例
会
（
書
面
議

決
）。
山
梨
県
組
合
が
会
場

担
当
で
、
来
年
に
延
期
。
東

京
組
合
に
て
各
組
合
２
名
で

開
催
を
予
定
し
た
が
、
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
、
書
面
議

決
に
変
更
。

　

19
日　

前
橋
高
等
職
業
訓

練
校
令
和
２
年
度
入
校
式

（
人
数
調
整
）。
賛
助
会
員
の

青
木
理
事
長
は
、
来
賓
と
し

て
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
関
係
で
来
賓
は
不
参

加
。
講
師
及
び
受
講
者
と
学

校
関
係
者
が
出
席
。
短
期
課

程
「
内
装
仕
上
施
工
科
」（
壁

装
４
日
間
・
化
粧
２
班
計
８

日
間
、
プ
ラ
・
木
質
４
日
間
。

　

23
日　

月
末
処
理
。
青
木

理
事
長
、
高
橋
専
務
理
事
が

出
席
。

　

27
日　

総
会
打
合
せ
。
青

木
理
事
長
、
渡
邉
副
理
事
長

　

23
日　

岩
装
協
一
人
親
方

特
別
加
入
共
済
会
４
月
加
入

者
１
名
の
手
続
き
に
事
務
局

が
岩
手
労
働
局
へ
。

宮

城

　

24
、
27
日　

監
査
会
を
実

施
。
内
容
・
令
和
元
年
度
決

算
監
査
。

　

27
日　

技
能
検
定
実
技
試

験
に
係
る
打
合
せ
。
例
年
宮

城
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

開
催
の
と
こ
ろ
を
電
話
対
応

に
変
更
し
て
実
施
。

秋

田

　

17
日　

理
事
会
を
開
催
。

11
名
が
出
席
。

　

24
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
お
け
る
業

績
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
日
装

連
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
報
告
。

山

形

　

７
日　

28
日
開
催
予
定
の

防
火
壁
装
標
準
施
工
法
講
習

研
修
会
並
び
に
防
炎
業
務
講

習
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

が
出
席
。

　

28
日　

群
馬
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
理
事
会
（
書
面

議
決
）。
青
木
理
事
長
対
応
。

　

30
日　

日
装
連
常
任
理
事

会
（
久
保
田
理
事
相
談
役
出

席
予
定
・
中
止
）。

埼

玉

　

４
日　

青
年
部
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
「
春
の
ゴ
ル
フ
選

手
権
」（
中
止
）。

　

８
日　

埼
玉
県
組
合
令
和

元
年
度
監
査
会
。
林
監
事
、

並
河
監
事
、
角
田
理
事
長
、

事
務
局
が
出
席
。

　

14
日　

第
１
回
情
報
委
員

会
。（
５
月
26
日
に
延
期
）

　

17
日　

日
装
連
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
総
会
・
例
会
。（
書

面
決
議
に
変
更
）

　

同
日　

青
年
部
第
１
回
役

員
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
変
更
）。

　

21
日　

第
１
回
理
事
会

（
休
会
）。

　

27
日　

資
格
取
得
の
為
の

「
技
能
向
上
講
習
会
」（
中
止
）。

　

30
日　

角
田
理
事
長
組
合

事
務
所
執
務
。

千

葉

　

24
日　

理
事
会
（
書
面
審

議
・
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
）。

内
容
・
２
０
１
９
年
度
決

算
・
次
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
。
２
０
１
９
年
度
賦
課
金

未
納
組
合
員
へ
の
除
名
に
つ

い
て
。
組
合
問
題
に
つ
い
て

他
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
緊
急
要
請
を

受
け
て
他
全
て
の
総
会
、
理

事
会
は
中
止
。

東

京

　

15
日　

正
･
副
理
事
会

（
中
止
）。

　

同
日　

定
例
理
事
会
（
中

止
）。

　

17
～
18
日　

日
装
連
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
（
２
０
１
９
年

度
通
常
総
会
及
び
４
月
度
例

会
・
中
止
）。

　

22
日　

広
報
委
員
会
（
中

止
）。

　

同
日　

環
境
研
究
会
（
中

止
）。

三
多
摩

　

15
日　

理
事
会
（
中
止
）。

　

24
日　

三
役
会
を
開
催
。

５
名
が
出
席
。

神
奈
川

　

６
日　

令
和
２
年
度
総
コ

ン
シ
ス
テ
ム
年
度
更
新
説
明

会
（
事
務
局
出
席
予
定
・
中

止
）。

　

９
日　

技
能
委
員
会
開

催
。
内
容
・
令
和
２
年
度
技

能
検
定
実
施
要
領
打
合
せ
。

長
澤
委
員
長
、
矢
島
理
事
、

田
子
理
事
、
渡
邊
専
務
理
事

が
出
席
。

　

16
日　

神
装
協
令
和
元
年

度
決
算
会
計
監
査
。
開
催
場

所
・
㈱
タ
カ
オ
イ
ン
テ
リ
ア

デ
コ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
髙
尾

監
事
）。
㈱
フ
ジ
カ
ー
ペ
ッ

ト
（
森
田
監
事
）。
内
容
・

令
和
元
年
度
決
算
報
告
、
監

査
。
監
事
２
名
、
渡
邊
専
務

理
事
が
参
加
。

　

17
日　

県
団
体
中
央
会
第

１
回
理
事
会
（
中
止
）。

　

同
日　

日
装
連
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
令
和
元
年
度
通
常
総

会
。（
渡
邉
理
事
長
、
渡
邊

専
務
理
事
参
加
予
定
・
中

止
）。

　

27
日　

理
事
会
開
催
（
議

決
権
行
使
書
面
を
含
む
理
事

会
）。【
内
容
】
審
議
事
項
・

令
和
元
年
度
事
業
報
告（
案
）

承
認
の
件
。
令
和
元
年
度
収

支
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
延

期
す
る
こ
と
を
全
組
合
員
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
連
絡
。

　

17
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
受
検
申
請
書
を
県

開
発
協
会
に
持
参
提
出
。

　

28
日　

第
１
８
８
回
理
事

会
を
開
催
。
理
事
長
共
で
８

名
が
出
席
。

　

同
日　

防
火
壁
装
標
準
施

工
法
講
習
研
修
会
並
び
に
防

炎
業
務
講
習
会
（
延
期
）。

　

30
日　

日
装
連
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
回
収
、
返
信
。

福

島

　

14
日　

組
合
会
計
監
査
実

施
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
議
題
・
事
業
報
告
。

２
０
１
９
年
度
決
算
報
告
。

第
51
回
通
常
総
会
開
催
計
画

に
つ
い
て
。
議
案
書
の
内
容

検
討
。
技
能
検
定
・
技
術
研

修
会
に
つ
い
て
。
賛
助
会
新

規
加
入
者
の
承
認
に
つ
い

て
。

　

23
日　

県
北
支
部
通
常
総

会
。
議
題
・
２
０
１
９
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
の
承

認
に
つ
い
て
。
令
和
２
年
度

事
業
計
画
・
予
算
（
案
）
の

承
認
に
つ
い
て
。
役
員
改
選

に
つ
い
て
。

（
案
）
承
認
の
件
。
令
和
２

年
度
収
支
予
算
修
正
承
認
の

件
。
令
和
２
年
度
賦
課
金
及

び
徴
収
方
法
並
び
に
引
取
銀

行
（
案
）
承
認
の
件
。
令
和

２
、３
年
度
理
事
役
員
選
任

の
件
。
令
和
２
年
度
通
常
総

会
開
催
要
領
の
件
。
渡
邉
理

事
長
他
15
名
が
出
席
、

山

梨

　

16
日　

令
和
２
年
度
技
能

検
定
申
込
み
。
化
粧
フ
ィ
ル

ム
工
事
作
業
１
級
１
名
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工

事
作
業
１
級
１
名
。
壁
装
作

業
１
級
１
名
、
２
級
２
名
申

し
込
み
。

　

17
日　

日
装
連
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
令
和
元
年
度
通
常
総

会
（
書
面
議
決
に
よ
り
実

施
）。

　

21
日　

山
梨
県
職
業
能
力

開
発
協
会
令
和
２
年
度
第
１

回
理
事
会
（
中
止
）。

新

潟

　

２
日　

上
越
支
部
令
和
元

年
度
総
会
、
懇
親
会
開
催
。

８
名
が
出
席
。

　

15
日　

第
１
回
理
事
会
開

催
。
９
名
が
出
席
。
通
常
総

会
の
開
催
の
件
。
総
会
提
出

資
料
の
内
容
審
議
。
今
後
の

予
定
他
。

　

同
日　

中
越
支
部
役
員
会

開
催
。

　

同
日　

下
越
支
部
役
員
会

開
催
。

　

同
日　

決
算
監
査
実
施
。

富

山

　

３
日　

富
山
支
部
総
会
。

　

同
日　

新
川
支
部
総
会
開

催
。

　

７
日　

定
例
役
員
会
開

催
。
総
会
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
他
。

　

13
日　

随
時
３
級
壁
装
工

事
技
能
検
定
。２
名
が
受
検
。

検
定
委
員
・
福
崎
氏
、
補
佐

員
川
口
氏
。

　

同
日　

基
礎
級
カ
ー
テ
ン

工
事
技
能
検
定
１
名
が
受

検
。
検
定
委
員
・
福
崎
氏
。

　

同
日　

随
時
３
級
カ
ー
テ

ン
工
事
技
能
検
定
。
１
名
が

受
検
。
検
定
委
員
・
福
崎
氏
、

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

補
佐
員
奥
氏
。

　

14
日　

前
期
技
能
検
定
申

込
書
記
入
説
明
会
開
催
。
早

崎
理
事
、
三
沢
氏
が
出
席
。

石

川

　

３
日　

技
能
検
定
受
付
に

伴
う
工
事
部
会
を
開
催
。
工

事
部
４
名
、
技
能
士
会
５
名

が
出
席
。

　

同
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
試
験
受
付
。【
受

検
申
込
者
数
】
内
装
仕
上
げ

施
工
・
プ
ラ
床
１
級
２
名
、

２
級
１
名
、
化
粧
１
級
５

名
。
表
装
・
壁
装
１
級
３
名
、

２
級
２
名
の
計
13
名
。
※
実

技
試
験
は
令
和
２
年
６
月
21

日
（
日
）
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
。
学
科
試
験
は
令
和
２
年

８
月
30
日
～
９
月
６
日
。
職

種
・
級
で
試
験
日
が
異
な
り

ま
す
。
合
格
発
表
・
令
和
２

年
10
月
２
日
。

　

10
日　

三
役
会
を
開
催
。

議
題
・
４
月
15
日
第
１
回
理

事
会
に
つ
い
て
。
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
。
三
役
４
名

が
出
席
。

　

同
日　

会
計
監
査
。
三
役

４
名
、
坂
本
監
事
、
西
村
監

事
が
出
席
。

　

15
日　

第
１
回
理
事
会
を

開
催
。
議
題
・
令
和
元
年
度

決
算
（
案
）、
事
業
経
過
報

告
（
案
）。
令
和
２
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
。
そ
の
他
（
50
周

年
事
業
に
つ
い
て
、
新
規
加

入
組
合
員
に
つ
い
て
）。
理

事
12
名
が
出
席
。

　

17
日　

技
能
検
定
試
験

（
中
止
）。福

井

　

６
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
受
検
申
請
書
受
付

開
始
。

　

10
日　

第
４
回
理
事
会

（
中
止
）。

　

15
日　

三
役
会
（
中
止
）。

　

21
日　

三
役
会
（
中
止
）。

　

同
日　

福
井
県
建
専
連
令

和
２
年
第
１
回
理
事
会
（
中

止
）。

長

野

　

17
日　

令
和
元
度
決
算
に

つ
い
て
、
ア
ウ
ダ
ス
税
務
会

計
と
大
原
理
事
長
が
打
合
せ

実
施
。

　

同
日　

次
世
代
委
員
会
会

が
役
員
会
及
び
令
和
元
年
度

会
計
監
査
会
を
開
催
。

　

22
日　

長
野
県
内
装
技
能

向
上
協
議
会
、
令
和
元
年
度

会
計
監
査
会
に
大
原
理
事
長

が
出
席
。

　

27
日　

三
役
会
、理
事
会
、

令
和
元
年
度
会
計
監
査
会
を

開
催
。

岐

阜

　

８
日　

執
行
部
会
を
開

催
。
橋
本
理
事
長
他
４
名
が

出
席
。
内
容
・
組
合
創
立
50

周
年
記
念
式
典
延
期
に
つ
い

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

北日装連単組
レポート

Apr.  2020　4

か
らか南

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

群馬 14日　新型コロナウイルス感染拡大防止の為 Zoom
を利用して行った４月度理事会の様子
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鳥

取

　

23
日　

理
事
会
を
開
催
。

７
名
が
出
席
。
議
題
・
令
和

２
年
度
の
通
常
総
会
に
つ
い

て
。令
和
元
年
度
事
業
報
告
・

決
算
に
つ
い
て
。
令
和
２
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ

い
て
。
新
役
員
に
つ
い
て
。

青
年
委
員
会
に
つ
い
て
他
。

※
令
和
２
年
度
通
常
総
会
・

懇
親
会
（
５
月
21
日
）
は
中

止
、「
書
面
議
決
書
」
に
よ

る
に
採
決
と
す
る
。

し
ま
ね

　

７
日　

三
役
・
理
事
会
を

開
催
。
理
事
長
、
副
理
事
長

２
名
、
専
務
理
事
、
理
事
１

名
、
事
務
局
の
計
６
名
が
出

席
。
内
容
・
理
事
会
、
総
会

の
開
催
に
つ
い
て
。

　

21
日　

平
成
31
／
令
和
１

年
度
決
算
、
監
査
。
監
事
２

名
、
事
務
局
が
出
席
。

岡

山

　

23
日　
「
第
２
６
１
回
理

事
会
」
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
岡
山
に
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
し
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
し
た
う
え
で
開

催
。
理
事
10
名
、
事
務
局
１

名
出
席
。
退
会
組
合
員
（
２

滋

賀

　

９
日　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
打

ち
合
わ
せ
会
（
中
止
）。

　

10
日　

労
働
保
険
の
更
新

案
内
を
送
付
。

　

14
日　

日
装
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
部
・
次
世
代
委
員

会
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
。

　

17
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
受
験
者
申
請
書
を

職
能
協
会
へ
提
出
。

　

22
日　

滋
賀
県
立
瀬
田
工

業
高
校
に
て
開
催
予
定
だ
っ

た
体
験
学
習
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

中
止
。

　

23
日　

会
計
監
査
実
施
。

　

同
日　

令
和
元
年
度
第
４

回
理
事
会
（
中
止
）。

　

25
日　

Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
会
（
青

年
部
・
技
能
士
会
）。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
ビ
デ
オ
会
議
に
て
会

議
を
実
施
。京

都

　

６
日　

令
和
２
年
度
技
能

検
定
受
付
開
始
。

　

９
日　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

打
ち
合
わ
せ
会
（
中
止
）。

　

14
日　

防
火
壁
装
施
工
管

理
者
講
習
会
及
び
防
炎
業
務

講
習
会
（
中
止
）。

　

15
日　

技
能
士
会
役
員
会

（
中
止
）。

　

24
日　

技
能
士
会
総
会

（
中
止
）。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

福

岡

　

20
日　

福
装
協
三
役
会

（
書
簡
回
覧
、
電
話
会
議
）。

村
上
理
事
長
、
平
田
氏
が
出

席
。

　

22
～
24
日　

２
０
２
０
年

登
録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
（
中
止
）。

　

23
日　

中
央
会
理
事
会

（
村
上
理
事
長
出
席
予
定
・

中
止
）。

　

24
日　

福
装
協
総
務
委
員

会（
書
簡
回
覧
、電
話
会
議
）。

村
上
理
事
長
、
平
田
氏
が
出

席
。

　

同
日　

技
能
検
定
受
験
者

申
込
（
福
岡
県
職
業
能
力
開

発
協
会
）。【
今
年
度
の
申
込

人
数
】
壁
装
・
15
名
、
化
粧

フ
ィ
ル
ム
・
３
名
、
床
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
系
・
７
名
。

　

28
日　

日
装
連
総
務
委
員

会
（
関
山
副
理
事
長
出
席
予

定
・
中
止
）。

　

30
日　

日
装
連
理
事
会

（
関
山
副
理
事
長
出
席
予
定
・

中
止
）。

佐

賀

　

３
日　

平
成
31
年
度
決
算

業
務
開
始
。

　

６
日　

理
事
長
・
事
務
局

長
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

　

７
日　

技
能
検
定
ト
ラ
イ

ア
ル
日
程
調
整
会
議
。

　

８
日　

総
会
議
案
書
印
刷

日
程
に
つ
い
て
業
者
と
打
ち

合
わ
せ
。

　

16
日　

技
能
検
定
申
込
書

関
係
書
類
を
協
会
に
提
出
。

　

17
日　

総
会
議
案
書
第
１

次
原
稿
を
提
出
。

　

20
日　

総
会
議
案
書
印
刷

第
１
稿
確
認
業
務
。

　

21
日　

総
会
議
案
書
第
１

稿
修
正
提
出
。

　

22
日　

総
会
議
案
書
第
２

稿
受
領
、確
認
し
修
正
提
出
。

　

24
日　

決
算
資
料
の
監
事

に
よ
る
監
査
。

　

同
日　

第
６
回
理
事
会
開

催
、総
会
議
案
書
内
容
確
認
。

　

27
日　

総
会
議
案
書
印
刷

発
注
。

長

崎

　

３
日　

県
中
央
会
の
決
算

監
査
を
受
け
る
。

　

８
日　

組
合
監
査
を
開

催
。
三
役
３
名
、
監
事
２
名

が
出
席
。

　

13
日　

令
和
２
年
度
第
１

回
理
事
会
を
開
催
。
理
事
８

名
・
監
事
２
名
が
出
席
。

熊

本

　

28
日　

令
和
元
年
度
会
計

監
査
会
。

　

同
日　

第
13
回
三
役
会
・

理
事
会
を
開
催
。
内
容
・
通

常
総
会
に
つ
い
て
他
。
中
野

理
事
長
他
計
８
名
が
出
席
。

大

分

　

７
日　

令
和
元
年
度
決
算

監
事
監
査
会
開
催
。
首
藤
監

事
、
大
坪
監
事
、
事
務
局
員

が
出
席
。

　

同
日　

第
１
回
理
事
役
員

会
開
催
。
議
題
・
第
46
回
通

常
総
会
資
料
に
つ
い
て
（
承

認
）。
第
46
回
通
常
総
会
開

催
時
間
・
懇
親
会
に
つ
い
て

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

拡
大
防
止
対
策
等
）。
理
事

６
名
、
監
事
２
名
、
事
務
局

員
が
出
席
。

　

22
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
申
請
書
提
出
及
び

実
技
検
定
打
合
せ
。
事
務
局

員
が
出
席
。

徳

島

　

記
載
事
項
無
し

香

川

　

２
日　

福
利
厚
生
委
員

会
。
５
名
が
出
席
。

　

21
日　

会
計
監
査
を
実

施
。
原
理
事
長
他
監
事
２
名

が
出
席
。

　

30
日　

第
３
２
６
回
理
事

会
（
書
面
議
決
）。
議
題
・

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
並

び
に
決
算
書
に
つ
い
て
。
令

和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
に
つ
い
て
。
令
和

２
年
度
経
費
の
賦
課
金
の
徴

収
額
及
び
そ
の
徴
収
方
法
に

つ
い
て
。愛

媛

　

９
日　

総
務
組
織
委
員

会
。（
中
止
）

　

同
日　

理
事
会
。（
中
止
）

　

同
日　

三
役
会
を
開
催
。

報
告
事
項
・
日
装
連
青
年
部

次
世
代
委
員
会
に
つ
い
て
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
。外
国
人
派
遣
労
働
者（
訓

練
生
）
の
技
能
検
定
（
壁
装
）

に
つ
い
て
。
審
議
事
項
・
通

常
総
会
に
つ
い
て
。
技
能
検

定
に
つ
い
て
。
決
算
に
つ
い

て
。新
規
加
入
者
に
つ
い
て
。

右
記
理
事
会
で
報
告
、
審
議

予
定
だ
っ
た
も
の
を
、
三
役

会
に
て
報
告
、審
議
に
変
更
。

中
村
理
事
長
、
須
川
副
理
事

長
、
宮
内
副
理
事
長
、
菅
副

理
事
長
、
藤
井
副
理
事
長
、

竹
内
副
理
事
長
、
武
智
専
務

理
事
、鈴
木
常
務
理
事
出
席
。

高

知

　

13
日　

定
例
四
役
会
を
開

催
。
議
題
・
第
46
回
通
常
総

会
に
つ
い
て
。
結
果
・
21
日

の
理
事
会
で
決
定
。
久
保
理

事
長
他
４
名
が
出
席
。

　

21
日　

定
例
理
事
会
を
開

催
。
議
題
・
第
46
回
通
常
総

会
等
に
つ
い
て
。
結
果
・
総

会
を
書
面
議
決
書
で
行
う
こ

と
を
決
定
。
久
保
理
事
長
他

11
名
が
出
席
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

沖

縄

　

６
～
24
日　

令
和
２
年
度

前
期
技
能
検
定
受
付
。
組
合

事
務
局
受
付
・
５
名
。
離
島

及
び
国
頭
・
島
尻
地
区
の
受

験
者
は
直
接
沖
縄
県
職
業
能

力
開
発
協
会
に
郵
送
も
し
く

は
直
接
持
ち
込
む
。

　

24
日　

第
１
６
２
回
定
例

理
事
会
を
開
催
（
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
書
面
決
議
方
式
に
て
の

開
催
）。
書
面
出
席
理
事
７

名
、
書
面
出
席
監
事
２
名
。

議
題
・
令
和
１
年
度
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
（
承
認
）。

令
和
２
年
度
事
業
審
議
の
件

（
承
認
）。
令
和
２
年
度
経
費

賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
件

（
承
認
）。
役
員
改
選
に
つ
い

て
。（
承
認
）。

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

　

27
日　

理
事
会
（
中
止
）。

大

阪

　

４
日　

第
５
回
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ゴ

ル
フ
大
会
。
組
合
員
20
名
が

参
加
。

　

８
日　

青
年
部
会
総
会

（
中
止
）。

　

９
日　

日
装
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
会
（
中
止
）。

　

21
日　

令
和
元
年
度
会
計

監
査
。
立
会
い
・
服
部
副
理

事
長
、
岡
田
監
事
。

　

22
日　

決
算
理
事
会
（
書

面
出
席
に
て
開
催
）。

兵

庫

　

９
日　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
打

合
せ
会
（
中
止
）。

　

10
日　

三
役
会
議
開
催
。

理
事
長
、
副
理
事
長
の
４
名

が
出
席
。
２
０
１
９
年
度
決

算
承
認
関
係
協
議
。

　

16
日　

決
算
監
査
実
施
。

上
田
監
事
に
よ
り
２
０
１
９

年
度
決
算
監
査
。

　

24
日　

理
事
会
を
開

催
。
役
員
８
名
が
出
席
。

２
０
１
９
年
度
決
算
承
認
。

総
会
開
催
方
法
に
つ
い
て
協

議
。

奈

良

　

15
日　

理
事
会
を
開
催
。

池
田
理
事
長
、
平
群
副
理
事

長
、
播
副
理
事
長
、
久
保
専

務
理
事
、
安
田
理
事
、
乾
理

事
、
水
田
理
事
、
城
野
理
事
、

山
口
理
事
、
松
下
理
事
、
藤

井
監
事
、
辻
本
監
事
、
軽
本

氏
、
古
川
事
務
局
が
出
席
。

内
容
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
延

期
に
つ
い
て
報
告
。
日
装
連

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
次
世
代
委
員

会
の
報
告
。
第
46
回
通
常
総

会
の
件
。
決
算
報
告
。
新
役

員
に
つ
い
て
他
。

和
歌
山

　

９
日　

日
装
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
打
合
わ
せ
会
（
中
止
）。

　

14
日　

日
装
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
第
29
回
青
年
部
・
次
世

代
委
員
会
開
催
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
ビ
デ
オ
）。
東
端

青
年
部
長
、
谷
本
理
事
が
出

席
。

宮

崎

　

10
日　

理
事
長
・
事
務
局
、

業
務
打
合
せ
。

　

15
日　

三
役
員
業
務
打
合

せ
。
内
容
・
令
和
元
年
度
事

業
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
。
第
１
回
定

例
理
事
会
・
第
47
回
通
常
総

会
開
催
に
つ
い
て
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て
。

　

24
日　

監
事
に
よ
る
令
和

元
年
度
会
計
業
務
監
査
を
実

施
。

　

27
日　

第
１
回
定
例
理
事

会
書
面
決
議
。
内
容
・
第
47

回
通
常
総
会
提
出
議
案
の
審

議
に
つ
い
て
。
令
和
元
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

書
の
審
議
。
令
和
２
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）
の
審
議
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ

い
て
。

　

28
日　

宮
崎
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
決
算
関
係
書
類

の
監
査
に
松
本
理
事
長
が
出

席
。

鹿
児
島

　

13
日　

組
合
監
査
実
施
。

川
内
監
事
、
喜
山
監
事
、
事

務
局
長
が
出
席
。

　

28
日　

組
合
三
役
会
開

催
。
月
野
理
事
長
他
三
役
が

出
席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開
催
。

月
野
理
事
長
他
理
事
が
出

席
。
議
題
・
平
成
31
年
・
令

和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
関
係
に
つ
い
て
。
令
和

２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
。

通
常
総
会
に
つ
い
て
。
技
能

検
定
に
つ
い
て
。
ラ
ベ
ル
価

格
に
つ
い
て
。
そ
の
他
。

て
。
理
事
会
、
総
会
に
つ
い

て
。

　

同
日　

岐
装
協
一
人
親
方

理
事
会
を
開
催
。
橋
本
理
事

長
他
４
名
が
出
席
。
内
容
・

会
計
報
告
、
改
選
。

　

同
日　

令
和
元
年
度
会
計

監
査
を
実
施
。
栗
田
監
事
、

安
保
監
事
及
び
橋
本
理
事
長

他
５
名
が
出
席
。
内
容
・
令

和
元
年
度
執
行
し
た
決
算
に

つ
い
て
栗
田
監
事
・
安
保
監

事
よ
り
監
査
を
受
け
た
。

　

14
日　

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
受
検
申
請
。内
容
・

技
能
検
定
受
検
申
請
提
出
。

実
技
試
験
に
つ
い
て
今
年
度

は
中
止
、
学
科
の
み
受
検
者

申
請
。

　

17
日　

臨
時
理
事
会
並
び

に
第
２
２
０
回
理
事
会
を
開

催
。
出
席
・
橋
本
理
事
長
他

書
面
議
決
書
20
名
、
委
任
状

出
席
１
名
。
内
容
・
総
会
議

案
書
を
も
と
に
承
認
事
項
。

令
和
元
年
度
会
計
決
算
の
承

認
。
令
和
２
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
。
第
50
回
通
常
総
会

書
面
議
決
書
行
使
に
つ
い

て
。
組
合
創
立
50
周
年
延
期

に
つ
い
て
。静

岡

　

７
日　

２
０
１
９
年
度
決

算
に
つ
い
て
。
２
０
１
９
年

度
決
算
数
値
及
び
内
容
の
確

認
な
ど
の
打
合
せ
。
西
野
会

計
事
務
所
西
野
副
所
長
、
事

務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

10
日　

２
０
１
９
年
度
決

算
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
。

２
０
１
９
年
度
決
算
報
告
書

作
成
の
為
、
決
算
報
告
書
用

の
帳
簿
類
の
確
認
。
西
野
会

計
事
務
所
西
野
副
所
長
、
事

務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

15
日　

２
０
１
９
年
度
会

計
監
査
実
施
。土
屋
孝
監
事
・

望
月
英
頼
監
事
に
よ
る
会
計

監
査
を
実
施
。
財
産
目
録
、

賃
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
余
剰
金
処
分
案
に
対
し

適
正
、
適
合
の
称
号
と
確
認

作
業
。事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

17
日　

２
０
２
０
年
度
技

能
検
定
の
受
験
申
請
に
つ
い

て
、
組
合
経
由
に
て
技
能
検

定
受
検
申
請
を
実
施
。
壁
装

１
級
作
業
12
名
、
化
粧
フ
ィ

ル
ム
工
事
作
業
６
名
分
の
技

能
検
定
受
検
申
請
届
出
。
静

岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会
松

山
課
長
、
事
務
局
縣
氏
が
出

席
。

愛

知

　

13
日　

予
算
委
員
会
・
常

任
理
事
会
開
催
。
内
容
・
令

和
元
年
度
予
算
（
案
）
の
審

議
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
総
会
開
催

方
法
の
審
議
。６
名
が
出
席
。

　

15
日　

令
和
元
年
度
組
合

決
算
書
類
の
会
計
指
導
。
内

容
・
二
村
税
理
士
に
よ
る
決

算
書
類
等
の
会
計
指
導
。

　

22
日　

令
和
元
年
度
組
合

決
算
書
類
監
査
。
内
容
・
飯

海
監
事
、
鈴
木
理
事
長
、
戸

嶋
専
務
理
事
に
よ
る
決
算
書

類
等
の
監
査
を
実
施
。

　

28
日　

技
能
士
会
役
員
会

開
催
。
内
容
・
令
和
２
年
度

技
能
検
定
及
び
ト
ラ
ア
イ
ル

の
実
施
方
法
の
協
議
。
総
会

開
催
方
法
の
協
議
。
８
名
が

出
席
。

三

河

　

９
日　

日
装
連
情
報
・
流

通
委
員
会
新
聞
編
集
会
議

（
高
柳
理
事
長
出
席
予
定
・

中
止
）。

三

重

　

21
日　

第
３
３
６
回
理
事

会
（
中
止
）。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

三
重
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
急
遽
中
止
。

社
）
報
告
。
第
47
回
通
常
総

会
（
小
規
模
開
催
）
懇
親
会

（
中
止
）
に
つ
い
て
。
令
和

元
年
度
の
決
算
報
告
に
つ
い

て
。
令
和
２
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
。

賦
課
金
・
年
会
費
に
つ
い

て
（
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
会
費

案
）。
役
員
改
選
に
つ
い
て
。

　

同
日　
「
中
央
会
」
監
事

監
査
会
に
、
高
田
理
事
長
が

出
席
。

広

島

　

17
日　

三
役
会
（
中
止
）。

　

24
日　

監
査
会
実
施
。
村

井
、
和
歌
山
監
事
他
計
３
名

が
出
席
。

　

28
日　

理
事
会
（
中
止
・

書
面
議
決
に
変
更
）。

　
︿
青
年
部
会
>

　

９
日　

部
会
長
、
副
部
会

長
会
議
開
催
。
青
山
部
会
長

他
３
名
が
出
席
。

山

口

　

16
日　

令
和
元
年
度
会
計

監
査
。

　

同
日　

理
事
長
・
専
務
理

事
２
名
出
席
で
、
他
役
員
に

は
あ
ら
か
じ
め
書
面
で
意
見

を
聞
く
形
で
、
役
員
会
を
開

催
（
４
月
18
日
に
予
定
し
て

い
た
令
和
２
年
度
第
１
回
役

員
会
中
止
の
た
め
）。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
予

定
通
り
開
催
で
き
ず
に
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
イ
ベ
ン
ト
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
組
合
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
際
は
、
引
き
続
き
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
ご
報
告
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
一

方
は
日
本
海
に
面
す
る
秋
田

県
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
な
が
ら
独
自
の
伝
統
文
化

が
根
付
い
て
き
た
地
域
で
あ

る
。
東
北
三
大
祭
り
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
る
、
長
竿
に

豊
か
な
自
然
と
素
晴
ら
し

い
伝
統
文
化
を
有
す
る
秋
田

県
。
し
か
し
経
済
面
で
捉
え

る
と
他
の
地
方
都
市
と
同
様

に
厳
し
い
状
況
が
浮
き
彫
り

に
な
る
。
そ
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
の
が
人
口

減
、少
子
高
齢
化
で
あ
ろ
う
。

秋
田
県
の
人
口
は
１
９
５

６
年
の
約
１
３
５
万
人
か
ら

減
少
を
続
け
、
２
０
１
７
年

に
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む

な
ど
人
口
の
減
少
率
で
全
国

最
上
位
が
長
年
続
い
て
い

る
。
ま
た
出
生
率
も
全
国
最

下
位
で
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
人
口
の
減
少
が
顕
著
と

な
っ
て
お
り
、
経
済
活
動
の

停
滞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
建
設
・
内
装
市

灯
火
を
つ
け
て
街
を
練
り
歩

く
「
竿
燈
祭
り
」。
火
を
付

け
た
炭
俵
を
振
り
回
す
「
火

振
り
か
ま
く
ら
」、
そ
し
て

秋
田
を
代
表
す
る
存
在
と
い

え
ば
や
は
り
「
な
ま
は
げ
」

（
来
訪
神
）
だ
ろ
う
。
男
鹿

場
は
比
較
的
堅
調
で
、
近
年

は
高
齢
化
に
と
も
な
い
病
院

や
老
健
施
設
の
新
設
・
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
が
増
加
、
ま

た
少
子
化
に
よ
る
学
校
の
統

廃
合
で
新
た
な
学
校
の
建
設

も
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ

の
他
に
も
市
町
村
庁
舎
の
建

て
替
え
、
企
業
の
工
場
建
設

や
改
修
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
少
子
高
齢
化
と
い
う
根

本
的
な
課
題
を
長
年
抱
え
て

い
る
秋
田
県
で
す
が
、建
設
・

内
装
業
は
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
物

件
を
中
心
に
低
調
な
が
ら
も

安
定
は
し
て
い
ま
し
た
。
住

宅
市
場
も
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
内
装
業

界
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
必
至
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
野
口
理
事
長
は
語

る
。秋

田
県
で
は
感
染
者
数
も

抑
え
ら
れ
比
較
的
影
響
は
小

さ
い
が
、
そ
れ
で
も
不
要
不

急
の
ニ
ー
ズ
は
減
少
、
リ
フ

ォ
ー
ム
業
に
は
少
な
か
ら
ず

影
響
が
出
て
い
る
と
い
う
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
影
響
、
さ
ら
に

は
そ
れ
に
よ
る
社
会
構
造
の

変
化
を
十
分
に
見
据
え
た
上

で
、
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
語
る
野
口
理
事
長
。

「
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
今
ま
で
我
々
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態

に
進
ん
で
い
く
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

や
職
業
が
影
響
を
及
ぼ
し
合

う
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
連

鎖
が
負
の
回
転
を
は
じ
め
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
今

後
組
合
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
を
議
論
し
な
が
ら
行
動
し

て
い
き
ま
す
」

「
秋
田
組
合
は
組
合
員
数

が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
役

員
を
中
心
に
全
組
合
員
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
秋
田
組

合
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
が
、
組
合
が
一
体
と
な

っ
て
立
ち
向
か
い
、
２
年
後

に
迎
え
る
組
合
創
立
50
周
年

に
向
け
て
進
ん
で
い
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
野

口
理
事
長
で
あ
っ
た
。

半
島
で
生
ま
れ
た
独
特
な
風

習
は
２
０
１
８
年
に
世
界
文

化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
る
な

ど
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世

界
中
に
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
秋
田
県
で
あ
る
が
、
今
回

の
取
材
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
に
発

令
さ
れ
た
こ
と
か
ら
訪
問
を

断
念
、
野
口
久
栄
（
き
ゅ
う

え
い
）
理
事
長
は
じ
め
、
理

事
の
方
々
に
書
面
、
お
よ
び

電
話
で
ご
回
答
い
た
だ
く
と

い
う
形
式
で
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

「
も
ち
ろ
ん
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
心
配
で

す
が
、
組
合
と
し
て
は
、
根

本
的
な
課
題
と
し
て
労
働
人

口
の
減
少
に
起
因
し
た
組
合

員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
後
継
者
不
在
の
た

め
廃
業
し
て
し
ま
う
組
合
員

も
多
く
、
組
合
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
が
重
要
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
」

現
在
、
秋
田
組
合
は
正
会

員
36
社
、
準
組
合
員
（
ラ
ベ

ル
会
員
）
27
社
と
い
う
構
成

で
、
準
会
員
か
ら
正
会
員
へ

の
移
行
や
、
県
内
の
若
手
職

人
の
加
盟
を
働
き
か
け
て
い

る
と
の
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
の
活
動
テ
ー
マ

と
し
て
秋
田
組
合
が
掲
げ
て

い
る
の
が
「
確
か
な
技
術
の

継
承
」、
そ
し
て
「
施
工
技

能
者
、
並
び
に
内
装
仕
上
業

の
地
位
向
上
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
活
動
テ
ー
マ
の

も
と
、
秋
田
組
合
が
注
力
し

て
い
る
事
業
の
一
つ
が
技
能

検
定
試
験
、
お
よ
び
ト
ラ
イ

ア
ル
の
実
施
だ
。「
壁
装
作

業
」、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床

仕
上
げ
工
事
作
業
」
は
も
ち

ろ
ん
、「
化
粧
フ
ィ
ル
ム
工

事
作
業
」
に
つ
い
て
も
、
一

昨
年
の
初
回
実
施
時
か
ら
取

り
組
ん
だ
。
事
前
講
習
会
も

積
極
的
に
実
施
し
た
結
果
、

過
去
２
回
で
５
名
の
１
級
技

能
士
が
誕
生
し
た
と
い
う
。

ま
た
防
炎
・
防
火
壁
装
講

習
会
は
、
ラ
ベ
ル
発
行
を
適

正
に
行
う
た
め
に
、
メ
イ
ン

事
業
と
し
て
毎
年
欠
か
さ
ず

実
施
し
て
い
る
。

「
技
能
の
向
上
と
ラ
ベ
ル

の
発
行
事
業
は
組
合
の
中
心

的
事
業
と
な
り
ま
す
。
こ
う

い
う
施
策
を
適
正
に
き
っ
ち

り
と
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

内
装
仕
上
業
の
地
位
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
」

そ
し
て
も
う
一
つ
、
こ
れ

ら
の
事
業
と
並
ん
で
、
秋
田

組
合
が
重
視
し
て
い
る
事
業

が
青
年
部
の
活
動
だ
。

秋
田
組
合
で
青
年
部
が
設

立
さ
れ
た
の
は
平
成
21
年
の

こ
と
。
組
合
員
数
の
増
強
、

さ
ら
に
は
組
合
活
動
の
活
性

化
に
は
や
は
り
若
い
力
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
現
在
は
9

名
が
所
属
し
、
少
人
数
な
が

ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
は
じ
め
、
勉
強
会
の
実

施
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。

「
青
年
部
で
は
、
内
装
業

の
魅
力
を
地
域
の
方
々
に
お

伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
主
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
こ
の

業
界
に
入
職
す
る
若
者
が
非

常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
子

供
た
ち
に
内
装
業
を
知
っ
て

も
ら
い
興
味
を
抱
い
て
も
ら

え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
」

先
般
は
幼
稚
園
に
出
張

し
、「
リ
フ
ォ
ー
ム
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
称
し
て
、
教
室

の
内
装
工
事
を
幼
稚
園
児
と

と
も
に
行
う
参
加
型
の
企
画

を
実
施
し
た
。
同
じ
よ
う
に

空
手
教
室
で
も
「
リ
フ
ォ
ー

ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
行
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
も
含
め
て
非
常

に
好
評
だ
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
の
助
成
金
制
度
を
活
用

し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な

ど
の
若
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
東
北
北
三
県
（
青

森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
）

の
青
年
部
が
合
同
で
、
毎
年

定
例
の
交
流
会
を
実
施
、
親

交
を
深
め
な
が
ら
組
合
の
在

り
方
、
内
装
仕
上
業
の
未
来

と
い
っ
た
次
世
代
共
通
の
テ

ー
マ
を
討
議
す
る
機
会
も
つ

く
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
の
他
に
も
、
青
年
部
が

有
志
を
募
っ
て
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
視
察
を
実
施
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
的

に
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
継
続

し
て
行
う
こ
と
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
財
政
面
の
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
青
年
部
の
活
動
に
は

な
る
べ
く
予
算
を
掛
け
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

第516号 2020年5月15日（金）

最前線
探訪

秋田組合

46

人
口
減
で
経
済
停
滞
も

建
設・内
装
市
場
は
堅
調

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後

組
合
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

技
能
向
上
と
地
位
向
上
が
活
動
テ
ー
マ

青
年
部
も
積
極
的
に
活
動
中

トライアルの模様

防炎・防火壁装講習会

幼稚園での「リフォームボランティア」

空手道場での「リフォームボランティア」

理事のみなさん。前列中央が野口理事長


